
Ｒ Ｏ Ｕ Ｓ Ａ Ｎ ニ ュ ー ス（1）

日本勤労者山岳連盟
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たくさんの仲間が全国で

今
年
２
０
１
６
年
8
月
11

日
、
国
民
の
祝
日
で
あ
る

「
山
の
日
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。「
山
の
日
」
は
、
私

た
ち
が
山
の
恵
み
に
感
謝

し
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を

守
り
、
そ
し
て
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
い
で
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
考
え
る
日
で

す
。
こ
の
日
を
祝
し
て
、
上

高
地
で
の
記
念
式
典
を
は
じ

め
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
山
の
仲
間
た
ち
は
各

地
の
山
に
登
り
、
写
真
を
撮

っ
て
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
い
い
顔
し
て
ま
す

ね
。

新祝日 を祝った

仙丈ヶ岳
スルジェ山の
会／愛知

栗駒山 東北・奥羽ブロック

兵
庫
・
天
滝

福
知
山
山
の
会
／
京
都

兵
庫
・
天
滝

福
知
山
山
の
会
／
京
都

栃
木
・
古
賀
志
山

品
川
山
の

会
さ
ん
か
く
て
ん
・
め
ぐ
ろ
山

学
ク
ラ
ブ
仲
間
／
東
京

谷
川
岳
の
ふ
も
と
で

群
馬
県
連

桂
木
山

コ
ン
パ
ス
／
山
口

宝満山 ＲＫＡＣ／福岡

伊吹山 西山ＨＣ／京都

山
梨
・
西
沢
渓
谷

埜
歩
歩
富
士
見

山
の
会
／
埼
玉

髙御位山 髙御位山遊会／兵庫

八
ヶ
岳
・
赤
岳

石
神
井
山
の
会
／
東
京

トムラウシ山 大田ＨＣ／東京

立山 富山ＨＣ／富山
京都金比羅山 明峯勤
労者山岳会／京都

天覧山 飯能勤労者山岳会／埼玉

札幌・藻岩山 北海道・道央連盟

北
ア
・
裏
銀
座

あ
つ
た

勤
労
者
山
岳
会
／
愛
知

焼
岳

伏
見
勤
労
者
山

岳
会
／
京
都
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京
・
京
橋
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
新
宿

西
口
店

■
カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー
ツ

山
の

店
本
店
（
東
京
・
高
田
馬
場
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
原
宿

山
専

■
マ
ウ
ン
ト
フ
レ
ン
ド（
東
京
・

荻
窪
）

■
秀
山
荘
（
東
京
・
池
袋
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
立
川
店

■
白
銀
山
荘
（
立
川
）

■
カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー
ツ
横
浜
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
横
浜
店

■
K
A
D
O
Y
A
（
横
須
賀
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
甲
府
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
長
野
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
松
本
店

■
ブ
ン
リ
ン
（
松
本
）

■
カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー
ツ
松
本
店

■
ア
ル
ス
ス
ポ
ー
ツ
（
飯
田
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
新
潟
店

■
W
E
S
T
新
潟
店

■
W
E
S
T
三
条
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
札
幌
店

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
遊
山

（
札
幌
）

■
自
然
倶
楽
部
（
函
館
）

■
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
八
戸
店

■
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
青
森
店

■
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ｉ
＆
Ａ
Ｔ
Ｃ
ス
ポ
ー

ツ
（
青
森
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
盛
岡
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
秋
田
店

■
ゆ
う
ゆ
う
館
（
仙
台
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
仙
台
店

■
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
（
福
島
）

■
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
荘
（
郡
山
）

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

サ

ン
パ
ル
（
い
わ
き
）

■
ナ
ム
チ
ェ
バ
ザ
ー
ル
（
水

戸
）

■
ス
ポ
ー
ツ

エ
ス
（
日
立
）

■
W
I
L
D
-
1
宇
都
宮
東
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
宇
都

宮
今
泉
店

■
（
株
）
パ
ワ
ー
ズ
小
山
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
高
崎
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
太
田

店
■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
大
宮
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
川
越
店

■
ヨ
シ
キ
ス
ポ
ー
ツ（
習
志
野
）

■
タ
マ
キ
ス
ポ
ー
ツ
（
東
京
・

神
田
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
登
山

本
店
（
東
京
・
神
田
）

■
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ

（
東
京
・
神
田
）

■
山
の
店
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
（
東

■
チ
ロ
ル
（
富
山
）

■
ロ
ッ
ジ
浜
松

■
登
山
と
ス
キ
ー
専
門
店
穂

高
（
愛
知
県
刈
谷
市
）

■
鈴
鹿
山
荘
（
名
古
屋
）

■
（
有
）
ム
ー
ス
（
名
古
屋
）

■
山
の
店
「
ポ
カ
ラ
」（
一
宮
）

■
岩
と
雪
（
大
津
）

■
遊
星
舎
（
京
都
府
峰
山
町
）

■
I
B
S
石
井
ス
ポ
ー
ツ
大
阪

本
店
（
大
阪
・
梅
田
）

■
ミ
ズ
ノ

大
阪
店
（
大
阪
・

北
浜
）

■
ス
ポ
ー
ツ

タ
カ
ハ
シ
本
店

（
大
阪
・
心
斎
橋
）

■
山
と
ス
キ
ー
の
ヨ
シ
ミ
（
大

阪
・
天
王
寺
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
神
戸

三
宮
店

■
神
戸
ザ
ッ
ク

■
ア
ウ
ト
ド
ア
菊
信
（
松
江
）

■
ベ
ル
グ
シ
ロ
ー
（
広
島
）

■
（
有
）
ジ
ョ
イ
ン
（
徳
島
）

■
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
高
松
店

■
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
丸
亀
店

■
あ
か
ね
山
荘
（
松
山
）

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
ズ

コ
ン
パ

ス
（
松
山
）

■
I
B
S
石
井
ス
ポ
ー
ツ
福
岡
店

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

山

の
家
（
長
崎
）

■
山
の
店
ラ
ン
タ
ン
（
長
崎
）

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
プ
ラ
ザ

ノ

ー
ス
リ
バ
ー
（
延
岡
）

■
ア
ン
デ
ス
（
屋
久
島
）

登
山
用
品
店

労
山
会
員
優
待
施
設

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム

割
引
率
等
は
労
山
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

◇
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
フ
ト
（
小
山
）

◇
ナ
ム
チ
ェ
バ
ザ
ー
ル
水
戸

店
◇
ナ
ム
チ
ェ
バ
ザ
ー
ル
土
浦

店
◇
エ
ナ
ジ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ジ
ム
（
さ
い
た
ま
市
）

◇
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
・
ノ
ー

ス
（
神
奈
川
県
・
城
山
町
）

◇
ビ
ッ
グ
ロ
ッ
ク
横
浜
店

◇
ジ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
ル
（
藤
沢
）

◇
ス
テ
ッ
プ
（
韮
崎
）

◇
ポ
カ
ラ
（
一
宮
）

◇
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｋ（
愛
知
県
豊
明
市
）

◇
や
ま
び
こ
く
ら
ぶ
（
京
都
）

◇
C
I
T
Y
R
O
C
Y
G
Y

M
（
大
阪
・
淀
川
区
）

◇
C
I
T
Y
R
O
C
Y
G
Y

M
大
和
郡
山
店

◇
宍
道
町
ふ
る
さ
と
森
林
公
園

（
島
根
）

◇
ボ
ル
ダ
ー
天
国
（
熊
本
）

7
7

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

労
山
の
優
待
施
設
を
利
用
す

る
に
は
。
必
ず
労
山
会
員
カ
ー

ド
（
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
会
員
カ
ー

ド
）
の
提
示
が
必
要
で
す
。
代

表
者
だ
け
で
な
く
、
全
員
分
の

カ
ー
ド
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

優
待
施
設
利
用
時
に
は

必
ず
会
員
証
を
ご
提
示
下
さ
い

熊
本
地
震
救
援
募
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
に
対
し
て
、
全
国
の
労
山

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
救
援
募
金
は
、
約
３
百

万
円
に
達
し
、
す
べ
て
を
被

災
し
た
労
山
熊
本
県
連
に
託

し
て
、
被
災
し
た
会
員
へ
の

配
布
や
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
等
に
寄
付
す
る
予

定
で
す
。
７
月
末
日
に
は
浦

添
・
全
国
連
盟

理
事
長
が
現
地

を
訪
問
し
て
、

そ
の
一
部
を
手

渡
し
ま
し
た
。

募
金
の
受
付

は

月
末
で
受

10
付
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。、

ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

救援募金を全国連盟・浦添理事長
から井上熊本県連会長に手渡す

地
方
連
盟
が
創
立
か
ら

周
年

50

各
地
で
盛
大
に
祝
賀
の
取
り
組
み

各
地
方
連
盟
の

周
年
の

50

取
組
み

●
静
岡
県
連

記
念
祝
賀
会

/
11

27

（
日
）

会
場
：
清
水
テ
レ
サ

講
演
：
服
部
文
祥
氏

※
記
念
誌
発
行
、
県
連

の
歌
募
集
中

●
京
都
府
連

記
念
祝
賀
会

/
２

10

（
日
）

会
場
：
か
ら
す
ま
京
都

ホ
テ
ル

講
演
：
翠
川
幸
二
氏

（
長
野
県
警

山
岳
遭
難

防
止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

テ
ー
マ

山
の
お
ま
わ
り
さ

ん
に
聞
く
、
山
の
あ
ん
ぜ

ん
と
危
険

4
5
0
名
参

加

●
大
阪
府
連

記
念
祝
賀
会

６
/
（
日
）

25

1
3
6
名
参
加

会
場
：
大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館

講
演
：
山
本
正
嘉
氏

（
鹿
屋
体
育
大
学
教
授
）

普
段
か
ら
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
山
で
の
対
策

※

/

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ

10

16

イ
ル
縦
走

/

大
阪
登
山

11

19

研
究
集
会

/

～

/
５

10

28

11

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
パ
ノ
ラ
マ
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
ﾞ

2
0
1
7
年
５
/

マ
キ
ノ
高
原
集
中
登
山

13●
兵
庫
県
連

2
0
1
5
年

月
４
日

10

六
甲
山
集
中
登
山
集
会

6
0
0
名
参
加

５
/

～

氷
ノ
山
登
山

28

29

集
会

2
7
0
名
参
加

記
念
式
典

/
２
（
日
）

10

会
場
：
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ

講
演
：
原
水
章
行
氏

（
西
宮
明
昭
山
の
会
）

「
兵
庫
労
山
設
立
の
頃
」

1
5
0
名
参
加

●
福
岡
県
連

周
年
記
念
登
山
祭
典

50
/

（
土
）
～

（
日
）

10

29

30

星
野
村

池
の
山
キ
ャ
ン

プ
場

大阪府連盟の祝賀会（6月２５日）に
は中村・大阪府岳連会長も出席し
て、祝辞をいただいた

京都府連盟では、10月2日に記念祝
賀会が実施され、長野県警の翠川氏
の講演には450名もが参加した

兵
庫
県
連
で
は
、
昨
年
か
ら

連
続
し
て
一
連
の
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、

月
2
日
に

10

舞
子
で
行
わ
れ
た
祝
賀
会
に
は

1
5
0
名
が
参
加
し
た

今
年
、
全
国
の
各
地
方
連
盟

で
結
成
か
ら
満

周
年
を
迎

50

え
、
記
念
の
取
組
み
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
方

連
盟
が
各
地
で
結
成
さ
れ
た
の

は
1
9
6
6
年
の
こ
と
で
す
。

労
山
（「
勤
労
者
山
岳
会
」）

が
東
京
で
初
め
て
創
立
さ
れ
た

の
は
1
9
6
0
年
５
月
で
す

が
、
こ
の
あ
と
、
労
山
は
全
国

各
地
に
広
が
り
、
そ
れ
を
束
ね

る
全
国
組
織
と
し
て
「
日
本
勤

労
者
山
岳
連
盟
」（
全
国
連
盟
）

が
1
9
6
3
年
７
月
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
初
代
会
長
は
伊
藤

正
一
さ
ん
で
す
。
こ
の
時
点
で

は
ま
だ
、
各
都
道
府
県
に
は
１

山
岳
会
の
み
で
、
地
方
連
盟
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
運
動
の
発
展
に
と
も
な

い
、
各
都
道
府
県
に
も
複
数
の

山
岳
会
が
結
成
さ
れ
、
1
9
6

5
年

月
に
東
京
都
で
初
の
地

11

方
連
盟
＝
東
京
都
勤
労
者
山
岳

連
盟
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
動
き
は
全
国
に
広
が
り
、
翌

1
9
6
6
年
に
、
各
地
で
続
々

と
地
方
連
盟
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
今
日
、

周
年
を

50

迎
え
て
い
る
の
で
す
。

※
な
お
、
最
初
に
結
成
さ
れ
た

東
京
都
連
盟
は
1
9
8
0
年
代

に
、
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

た
め
６
つ
の
地
方
連
盟
に
分
割

さ
れ
ま
し
た
。
1
9
8
9
年
に

は
再
統
合
さ
れ
て
、
今
日
の
東

京
都
連
盟
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山のグレーディング
岐阜県と群馬県も発表

岐阜県では無届登山に罰金導入

県
内
の
主
要
な
登
山
ル
ー
ト

に
つ
い
て
、
統
一
基
準
に
よ
り

ラ
ン
ク
付
け
す
る
『
山
の
グ
レ

ー
デ
ィ
ン
グ
』
で
、
こ
れ
ま
で

に
公
表
さ
れ
て
い
た
長
野
・
静

岡
・
新
潟
・
山
梨
に
続
き
、
岐

阜
県（

ル
ー
ト

3
月
公
表
）

75

と
群
馬
県
（

ル
ー
ト

8
月

85

公
表
）
で
も
『
山
の
グ
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
』が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

6
県
と
も
、
ラ
ン
ク
付
け
は

専
門
家
や
登
山
者
の
協
力
を
得

て
統
一
基
準
に
も
と
づ
い
て
お

り
、
体
力
度
（
1
～

段
階
）

10

と
技
術
的
な
難
易
度
（
A
～
E

の
5
段
階
）
で
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
体
力
度
レ
ベ
ル
は
、
鹿

屋
体
育
大
学
の
山
本
正
嘉
教
授

の
研
究
成
果
を
も
と
に
し
て
い

ま
す
。
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、

自
分
の
調
べ
た
い
山
を
「
山
の

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
一
覧
表
（
50

音
順
）」
か
ら
見
つ
け
、
体
力
度

と
技
術
的
難
易
度
を
確
認
し
て

下
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

6
県
の
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を

見
る
に
は
、「
○
○
県

山
の

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
で
ネ
ッ
ト

検
索
す
れ
ば
す
ぐ
表
示
さ
れ
ま

す
。一

方
、
岐
阜
県
で
は
、
北
ア

ル
プ
ス
の
槍
・
穂
高
・
笠
ヶ
岳

地
区
や
御
嶽
山
な
ど
の
指
定
山

域
に
関
し
て
、
今
年

月
１
日

12

よ
り
、
冬
季
間
（

月
１
日
～

12

４
月

日
）
お
よ
び
滝
谷
・
穴

15

毛
谷
な
ど
危
険
地
域
に
入
山

（
通
年
）
す
る
場
合
、
無
届
け

登
山
に
５
万
円
以
下
の
罰
金

（
過
料
）
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ
う
し
た

地
域
に
入
山
す
る
場
合
、
す
で

に
2
0
1
4
年
７
月
か
ら
県
条

例
で
入
山
届
け
提
出
が
義
務
付

け
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
罰
則
を

設
け
る
の
は
全
国
的
に
も
初
め

て
で
す
。

対
象
エ
リ
ア
及
び
罰
則
内
容

等
は
岐
阜
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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●富士見小屋
●リージェントハウス
●尾瀬 山ノ鼻小屋
●尾瀬小屋
●燧小屋
●七入山荘
●たちばなや旅館（新館）
●ますや旅館
●清四郎小屋
守門・浅草・御神楽岳
●ロッジ道院
●国民宿舎 浅草山荘
越後三山・銀山湖
●八海山千本檜小屋
●奥只見湖畔の宿・六方
●伝之助小屋
●湖山荘
苗場山・清津峡
●和田小屋
●逆巻温泉川津屋
●秋山館
●屋敷温泉 秀清館
●村山荘
谷川連峰・巻機・武尊山
●泉屋旅館
●土合ハウス
●土合山の家
●旅館 永楽荘
●谷川岳 肩ノ小屋
●やど 千秋庵

２０１６年１１月１０日 第３３号
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登
山
用
品
店
・
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
は

２
面
に
掲
載

●
各
自
、
労
山
会
員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
（
代
表
者
の
み
は
不
可
）

割
引
率
等
は
労
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
上
、
各
施
設
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

♪♬

●富沢ロッヂ
●湯ノ小屋山荘
●緑渓の湯宿 とくさ
上信越国境・西上州
●高峰高原ホテル
●天狗温泉浅間山荘
●霧積温泉 きりづみ館
●国民宿舎 榛名吾妻荘
●国民宿舎 裏妙義
●神津牧場ロッジ
妙高・戸隠
●村営 雨飾荘
●ホテル アルペンブリック
●田端屋
●休暇村 妙高
●山旅の宿 樅の木山荘
●成瀬旅館（戸隠中社）
●越水ロッヂ
●うたごえ音楽ロッジ アコ
ールデ
●戸隠小舎
●山の庭・タンネ
●森の宿めるへん
●シャレ－戸隠
●ペンション シエスタ
●ペンション リーベ
●セッションクラブハウス
奥多摩
●靜和旅館
●鴨沢山ノ家

●旅館 多聞館
船形山周辺・蔵王
●泉ヶ岳ロッジ
●国民宿舎 竜山荘
●ロッジ蔵王ドッコ沼
●三五郎小屋
●ｽﾀーﾗｲﾄﾎﾃﾙ 樹氷ノ家

朝日連峰
●旅館 「孝庵」
飯豊連峰
●雲母温泉雲母本(きらもと)
館
●いいで旅館
●飯豊山荘（旅館）
吾妻・安達太良・磐梯山
●五色温泉 宗川旅館
●高原の宿 アルプ天元台
●大平温泉 滝見屋
●静心山荘
●幕川温泉 吉倉屋旅館
●中の湯旅館
●塩沢温泉 湯川荘
●ガストホフモンターニャ
那須連峰・奥鬼怒・日光
●三斗小屋温泉 大黒屋
●桂祗荘
●国民宿舎 渓山荘
●奥鬼怒温泉ホテル 加仁湯
尾瀬・南会津
●大清水小屋

東丹沢
●山小屋 水無寮
●尊仏山荘・尊仏小屋・丹沢山荘
●新大日茶屋
●神の川ヒュッテ
西丹沢・道志
●蛭ケ岳山荘
●道志川荘
●旅館 七滝荘
●鶴屋旅館
天城・伊豆
●温泉民宿 さわらび荘
富士山富士宮口
●新七合目（御来光山荘）
●宝永山荘
●雲海荘
富士山御殿場口
●大石茶屋
富士山須走口
●大陽館
●山荘 菊屋
富士山河口湖・吉田口
●本八合目トモエ館
●白雲荘
●七合目トモエ館
●日の出館
●花小屋
●里見平 星観荘
三ッ峠
●三ツ峠山荘

●かどや旅館（小菅村）
●嶺雲荘（御岳山）
●駒鳥山荘（御岳山）
●御岳山荘
●宝寿閣（御岳山）
●山楽荘（御岳山）
●ひのはらユースホステル
●山鳩山荘（奥多摩町）
両神山・秩父湖周辺
●登人（小鹿野町）
●国民宿舎 両神荘
●旅館扇家山荘（大滝村）
●ナチュラルファーム農園ホ
テル（秩父市）
雲取・甲武信・金峰
●旅館 さとじ（荒川村白久）
●三峰神社 興雲閣
●雲取山荘
●将監小屋
●笠取小屋
●雁坂小屋
●十文字小屋
●瑞牆山荘
●増富温泉の旅館（ラジウム温
泉）
大菩薩
●松葉荘（塩山市）
●大菩薩峠 富士見山荘
●大菩薩 山小屋福ちゃん荘

●八ヶ岳 オーレン小屋
●夏沢鉱泉
●八ヶ岳 湯元本沢温泉
●稲子小屋
●ロッジ八ガ嶺
●高原旅館 野辺山荘
●渋ノ湯ホテル
●青苔荘
●双子池ヒュッテ
●蓼科山頂ヒュッテ
●ロッジ･グランシャルモ
●樽ガ沢温泉
●四季の宿 すばる
霧ヶ峰
●奥霧ガ峰八島高原荘
●コロボックル･ヒュッテ
美ヶ原・髙ボッチ
●飯田屋別館
●油屋別館
●栄の湯旅館
●ひなの湯
●香蘭荘
●椿の湯
●ウエストンホテル
●尾上の湯
●ホテル小柳
●よしの湯
●地本屋
●目の湯旅館
●ホテル井筒
●帰郷亭ゆもとや
●美ガ原高原ホテル山本小屋
立山・剣・黒部・薬師
●立山高原ホテル
●みくりが池温泉
●ロッジ立山連峰
●雷鳥荘
●雷鳥沢ヒュッテ
●一ノ越山荘
●大汝休憩所
●剱御前小舎

●池ノ平小屋
●仙人池ヒュッテ
●仙人温泉小屋
白馬・後立山連峰
●白馬岳蓮華温泉ロッジ
●島温泉島の湯旅館
●栂池スキーハウス
●ロッヂ銀嶺
●(株)白馬館栂池ヒュッテ
●風吹山荘
●村営 猿倉荘
●村営 白馬尻荘
●(株)白馬館白馬山荘
●村営 白馬岳頂上宿舎
●白馬観光開発
ロープウェイ、ゆり園、入湯
料など割引
●ペンション樹里家
●村営 天狗山荘
●村営 八方池山荘
●冷池山荘
●種池山荘
●新越山荘
●針ノ木小屋
●大沢小屋
表銀座・常念山脈
●餓鬼岳小屋
●大天井ヒュッテ
●蝶ガ岳ヒュッテ
●大瀧山荘
裏銀座・雲ノ平・笠ヶ岳
●湯殿温泉 晴嵐荘
●水晶小屋
●三俣山荘
●雲ノ平山荘
●黒部五郎小舎
●双六小屋
●鏡平山荘
●わさび平小屋
上高地・槍・穂高
●焼岳小屋

●岳沢小屋
●上高地 明神館
●旅荘 山のひだや
●徳本峠小屋
●徳沢ロッヂ
●涸沢小屋
●槍沢ロッヂ
●槍ヶ岳山荘
●南岳小屋
●穂高平小屋
乗鞍
●乗鞍山頂 銀嶺荘
●タンネの小屋
●野麦峠 おたすけ小屋
御嶽山
●たかの湯
●黒石館
●御嶽観光センター
●王滝頂上山荘
●旅館 黒澤館
●中の湯本館
●中の湯
●一ノ又行場旅館
●石室山荘
●覚明堂
●下呂市濁河温泉高原スポーツレ
クリエーションセンター
中央アルプス
●露天こぶしの湯 中央アル
プス観光
●玉ノ窪山荘
●木曽駒ヶ岳頂上木曽小屋
●山ノ湯アルプス山荘
白山
●白山温泉 永井旅館
●岩間温泉 山崎旅館
●にしやま旅館
●カルヴィラいとしろ
●上村彦左衛門
●ふじや
●石徹白 昇一

●鴛谷 卓三
●鴛谷 幸二
●民宿 佐々木
●猿橋 治
●堀内 次郎衛門
伊吹山・鈴鹿
●朝明ヒュッテ
●国民宿舎 湯の山ロッジ
●国民宿舎 かもしか荘
台高
●桃の木山の家
六甲・有馬
●グランドホテル 六甲スカ
イヴィラ
●有馬温泉 メープル有馬
大山・蒜山・氷ノ山
●お宿ひさ家
●大山山ノ家シーハイル
●国民宿舎大山ビューハイツ
●ホテル大山しろかね
●雄峰ペンション
●氷ノ山アルパインヒュッテ
石鎚・四国カルスト
●山荘しらさ
●高原ふれあいの家 天狗荘
剣山
●剣山頂上ヒュッテ
九重山群
●法華院温泉山荘
●飯田ヒュッテ
祖母・傾・大崩
●もみ志や旅館
●民宿 あけぼの荘
●大崩の茶屋
霧島山群
●あかまつ荘
●白鳥山荘温泉
屋久島
●民宿 風の散歩道

道北
●利尻グリーンヒルｉｎｎ
大雪・十勝岳
●愛山渓倶楽部
支笏・洞爺・ニセコ
●ニセコ五色温泉旅館
●国民宿舎 雪秩父
●恵山温泉旅館
八甲田・岩木山
●ホテル城ヶ倉
●八甲田リゾートホテル
●嶽ホテル
●山と海の宿・七戸釣具民宿
秋田駒・八幡平・森吉山
●ペンションあるぺじお
●松楓荘
●松川荘
●峡雲荘
●ハイランドホテル山荘
●国民宿舎 森吉山荘
●妖精の森コテージラウル
●松橋旅館
●八幡平高原ホテル
早池峰・栗駒山とその周辺
●国民宿舎 夏油山荘
●ホテル龍泉洞 愛山
●いこいの村栗駒
●湯浜温泉 三浦旅館
月山・羽黒
●宿坊 神林勝金

甲斐駒・仙丈
●南アルプス大平山荘
●馬の背ヒュッテ
鳳凰三山・夜叉神峠
●穴山温泉 能見荘
●御座石温泉
●青木鉱泉
●ペンション北地蔵
白峰三山・塩見岳
●北岳肩ノ小屋
●農鳥小屋
●西山温泉元湯
●塩湯荘
●塩川小屋
赤石・聖・光岳
●梅ヶ島温泉ホテル 梅薫楼
守屋・入笠・甘利・櫛形
●入笠小屋
●山彦荘
●赤石温泉
八ヶ岳
●八ヶ岳山荘
●美濃戸高原ロッジ
●美濃戸山荘
●赤岳山荘
●赤岳天望荘
●硫黄岳山荘
北八ヶ岳・蓼科
●ヒュッテ夏沢
●八ヶ岳 山彦荘
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九
州
の
労
山
各
会
に
所
属
す

る
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
が
一
堂
に

集
い
、
2
0
0
ｍ
以
上
の
大
岩

壁
を
と
も
に
登
っ
て
交
流
す
る

初
め
て
の
企
画
＝
「
労
山
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
・
フ
ェ
ス
タ
i
n
比

叡
山
」
が
今
年
４
月
２
日
～
３

日
に
開
催
さ
れ
、

名
の
参
加

88

者
で
大
成
功
し
ま
し
た
。

労山クライミングフェスタ
ｉｎ宮崎県・比叡山

−九州ブロック主催−

こ
の
集
い
を
主
催
し
た
の
は

労
山
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
。

「
ふ
だ
ん
、
会
ご
と
に
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
人
た
ち

が
、
ひ
と
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て

交
流
し
、
技
術
の
向
上
と
安
全

登
山
の
啓
蒙
を
は
か
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
－
こ

ん
な
会
員
か
ら
の
要
望
に
こ
た

え
た
試
み
で
す
。

会
場
は
、
宮
崎
県
・
延
岡
市

に
あ
る
比
叡
山
（
ひ
え
い
ざ
ん

7
7
4
ｍ
）。
こ
の
山
域
一
帯

に
は
、
国
内
屈
指
の
花
崗
岩
の

岩
場
が
ひ
ろ
が
り
、
西
日
本
を

代
表
す
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
メ

ッ
カ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
の
宮

崎
県
連
・
西
都
山
岳
会
を
中
心

に
万
全
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
福
岡
県
40

名
、
佐
賀
県
５
名
、
長
崎
県
３

名
、
熊
本
県
５
名
、
鹿
児
島
県

名
、
全
国
連
盟
２
名
（
川
嶋

12事
務
局
長
他
）、
労
山
外
（
庵
鹿

川
ク
ラ
ブ
）
か
ら
も
７
名
が
参

加
し
、
登
攀
を
支
援
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
（
他
１
名
、
不

詳
）。
女
性
も

名
も
参
加
し

２７

て
い
ま
し
た
。

レ
ベ
ル
的
に
は
、
①
リ
ー
ド

で
き
る
＝

名
、
②
フ
ォ
ロ
ー

27

で
確
保
は
で
き
る
＝

名
、
③

31

初
級
者
で
懸
垂
下
降
は
で
き
る

＝

名
で
す
。

18

初
日
は
、

時
か
ら
の
開
会

10

式
が
お
わ
る
と
、
あ
っ
と
い
う

ま
に
壁
に
ク
ラ
イ
マ
ー
が
あ
ふ

れ
、
登
り
は
じ
め
ま
し
た
。
あ

ち
こ
ち
か
ら
「
ビ
レ
ー
解
除
」

「
ロ
ー
プ
ア
ッ
プ
」
な
ど
の
コ

ー
ル
の
嵐
。
あ
い
に
く
、
小
雨

ま
じ
り
の
天
気
で
、
岩
場
も
一

部
、
濡
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地

元
・
西
都
山
岳
会
の
メ
ン
バ
ー

や
、
慣
れ
て
い
る
庵
鹿
川
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
受
け

て
、
順
調
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夜
は
、
大
交
流
会
で
す
。
地

元
「
下
鹿
川
地
区
活
性
化
委
員

会
」
の
全
面
的
協
力
を
い
た
だ

き
、
宿
泊
場
所
は
廃
校
に
な
っ

た
小
学
校
の
体
育
館
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

立
派
な
看
板
や
ス
テ
ー
ジ
と
音

響
設
備
が
用
意
さ
れ
、
婦
人
会

の
皆
様
が
シ
シ
鍋
や
焼
肉
、
山

菜
、
シ
イ
タ
ケ
や
タ
ラ
の
芽
の

天
ぷ
ら
、
地
元
米
の
お
に
ぎ
り

な
ど
、
地
元
食
材
満
載
の
夕
食

で
も
て
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。

延
岡
市
議
会
の
上
田
議
長
さ
ん

も
、
あ
い
さ
つ
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
、

地
元
の
人
た
ち
の
暖
か
い
歓
迎

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

翌
日
は
朝
か
ら
雨
と
な
っ
た

た
め
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
中
止

し
て
、
体
育
館
で
川
嶋
・
全
国

連
盟
事
務
局
長
に
よ
る
イ
ギ
リ

ス
・
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
報
告
や
、
比
叡

山
の
開
拓
者
・
三
沢
澄
男
さ
ん

か
ら
経
験
談
や
、
比
叡
山
の
現

状
に
つ
い
て
の
話
を
う
か
が

い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

●
今
回
の
成
功
は
、
地
元
の
活

性
化
委
員
会
の
心
の
こ
も
っ
た

ご
協
力
と
、
庵
鹿
川
ク
ラ
ブ
の

方
々
、
及
び
西
都
山
岳
会
の
会

員
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と

思
い
ま
す
（
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
長

長
尾
敏
郎
）

●
こ
ん
な
に
も
ク
ラ
イ
マ
ー
が

取
り
付
い
た
光
景
を
過
去
に
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
比
叡

南
面
取
り
付
き
で
は
ロ
ー
プ
が

絡
み
合
う
様
子
も
見
受
け
ら
れ

た
ほ
ど
で
す
。（
西
都
山
岳
会
・

会
長

阿
万
忠
司
）

●
各
ル
ー
ト
に
一
斉
に
ク
ラ
イ

マ
ー
と
取
り
付
き
点
に
順
番
待

ち
の
団
子
状
態
を
見
る
と
、
壮

観
で
も
あ
っ
た
。
久
々
に
岩
の

感
触
を
楽
し
め
ま
し
た
。（
熊

本
労
山

河
津
宏
）

●
ど
の
方
を
見
て
も
ガ
ン
ガ
ン

登
り
そ
う
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ

て
い
て
ド
キ
ド
キ
緊
張
し
な
が

ら
参
加
し
ま
し
た
。
待
っ
て
い

る
間
に
他
の
会
の
方
と
お
話
し

す
る
こ
と
も
で
き
、
緊
張
も
忘

れ
楽
し
ん
で
登
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
福
岡
想
山
会

佐

藤
直
美
）

●
圧
倒
さ
れ
る
比
叡
山
の
岩

々
。
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
テ
キ
パ

キ
と
し
た
指
導
、
気
が
ひ
き
し

ま
る
思
い
で
し
た
。（
佐
賀
労

山

直
塚
節
子
）
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福
島
県
南
相
馬
市
内
の
小
学

生
2
0
人
を
招
待
し
、
の
び
の

び
と
野
外
で
遊
ば
せ
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
福
島
の
子
ど
も
た
ち

と
夏
休
み
」
が
、
労
山
静
岡
県

連
主
催
に
よ
り
8
月
2
～
４
日

に
、
静
岡
県
島
田
市
川
根
町
の

「
市
山
村
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー

さ
さ
ま
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

野
、
神
奈
川
県
で
の
開
催
に
つ

ぐ
３
年
目
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
川
遊
び
や

ゴ
ム
ボ
ー
ト
乗
り
、
地
元
小
学

生
と
も
ゲ
ー
ム
や
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
な
ど
を
楽
し
み
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
カ
ン

パ
を
寄
せ
ら
れ
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
救
援
募
金
も
、

一
部
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
詳
し
い
報
告
は
、「
日
本

勤
労
者
山
岳
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
部
に
あ
る
「
活
動
紹
介
」
タ

ブ
の
中
の「
地
方
連
盟
の
動
き
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ゴムボートに乗る子どもたちの顔は輝いていた

比叡山Ⅰ峰の下で
あいさつする長尾
敏郎実行委員長

名
の
ク
ラ
イ
マ
ー
が
一
堂

名
の
ク
ラ
イ
マ
ー
が
一
堂
にに

8888
会
の
垣
根
を
越
え
て
交
流

地
元
の
暖
か
い
歓
迎
に
感
謝

市
議
会
議
長
も
あ
い
さ
つ

福
島
の
子
ど
も
た
ち

と
夏
休
み

今
年
は
静
岡
県
で
開
催

労
山
の
機
関
誌

「
登
山
時
報
」
が
５
０
０
号

今
後
も
皆
さ
ん
の
お
力
ぞ
え
を

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
が
毎

月
発
行
す
る
機
関
誌
「
登
山
時

報
」
は
、
今
年
2
0
1
6
年
10

月
号
で
第
５
０
０
号
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
10

月
号
に
は
、
先
日
亡
く
な
っ
た

田
部
井
淳
子
さ
ん

を
初
め
と
す
る
労

山
顧
問
の
方
々

や
、
各
登
山
団

体
、
友
好
団
体
か

ら
、
多
数
の
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
。
掲

載
し
て
い
ま
す
。

「
登
山
時
報
」
は

1
9
7
4
年

月
10

日
に
発
行
さ
れ

25た
「
組
織
・
連
絡

ニ
ュ
ー
ス
」
を
源
流
と
し
て
い

ま
す
。
当
初
は
連
盟
組
織
内
の

情
報
連
絡
の
た
め
の
も
の
で
し

た
が
、
し
だ
い
に
内
容
が
充
実

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
１
９
８
６
年
４
月
に
、
そ

れ
ま
で
労
山
が
発
行
に
密
接
に

関
わ
っ
て
い
た
山
岳
総
合
雑
誌

「
山
と
仲
間
」
が
廃
刊
さ
れ
る

と
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
労
山
を

代
表
す
る
機
関
誌
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
も
取
り

入
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
力
で
、
ぜ
ひ
「
登
山
時
報
」

を
支
え
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ギターの生演奏で盛り上がった交流会




